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 等
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学
部
・
学
科
等
名

及
び
入
学
定
員
等

⎡
平
成
30
年
度
⎤

⎣
志
 願
 倍
 率
⎦

学
力
検

査
等
の

区
分
・

日
程
　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の

利
用
教
科
・
科
目
名

個
　
別
　
学
　
力
　
検
　
査
　
等

大
 学
 入
 試
 セ
 ン
 タ
 ー
 試
 験
 ・
 個
 別
 学
 力
 検
 査
 等
 の
 配
 点
 等

そ
の
他

の
入
試

方
法
等

教
科
等
　

科
　
目
　
名
　
等

試
験
の
区
分
国
　
語

地
理
歴
史
 

・
公
民

数
　
学
理
　
科
外
国
語
面
　
接
実
　
技
配
　
点

合
　
計

教
科

科
　
　
目
　
　
名
　
　
等

教 育 学 部 34
5

　
人
前
期
22
5

後
期
 5
6

その
他

 6
4

〔
3. 3
〕

中 等 教 育 教 員 養 成 課 程 10
7

　
人

前
期

　
83

後
期

　
18

その
他 6

国
語
教
育

　
　
専
攻

　
10
人

前
期
 7

後
期
 3

前
期

2月
25
日

国
地理
歴史
・

公民 数 理 外

国
語
世
Ｂ
、
日
Ｂ
、
地
理
Ｂ
、
現
社
、
倫
、
政
経
、
倫
・
政
経
か
ら
２科
目

「
数
Ⅰ
・数
Ａ
」
と
「
数
Ⅱ
・数
Ｂ
、
簿
、
情
報
から

１」
の
計
２科
目

物
理
基
礎
・
化
学
基
礎
・
生
物
基
礎
・
地
学
基
礎
の
基
礎
を
付
し
た
科
目
か
ら
2科
目
、
あ
る
い
は
物
理
・
化
学
・
 

生
物
・
地
学
か
ら
1科
目

英
、
独
、
仏
、
中
、
韓
か
ら
１科
目

〔
５教
科
７～

8科
目
又
は
６教
科
７～

8科
目
〕

国 外
国
語
総
合

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ
・

英
語
表
現
Ⅰ

セ
ン
タ
ー
試
験

20
0

20
0

20
0

10
0

20
0

 9
00

外
国
人
　

追
加
合
格

欠
員
補
充

個
別
学
力
検
査
等

30
0

30
0

 6
00

計
50
0

20
0

20
0

10
0

50
0

15
00

後
期

3月
12
日

その
他
面
接

セ
ン
タ
ー
試
験

40
0

20
0

20
0

10
0

30
0

12
00

個
別
学
力
検
査
等

30
0

 3
00

計
40
0

20
0

20
0

10
0

30
0

30
0

15
00

社
会
科
　

教
育
専
攻

　
10
人

前
期
 7

後
期
 3

前
期

2月
25
日

国
地理
歴史
・

公民 数 理 外

国
語
世
Ｂ
、
日
Ｂ
、
地
理
Ｂ
、
現
社
、
倫
、
政
経
、
倫
・
政
経
か
ら
２科
目

「
数
Ⅰ
・数
Ａ
」
と
「
数
Ⅱ
・数
Ｂ
、
簿
、
情
報
から

１」
の
計
２科
目

物
理
基
礎
・
化
学
基
礎
・
生
物
基
礎
・
地
学
基
礎
の
基
礎
を
付
し
た
科
目
か
ら
2科
目
、
あ
る
い
は
物
理
・
化
学
・
 

生
物
・
地
学
か
ら
1科
目

英
、
独
、
仏
、
中
、
韓
か
ら
１科
目

〔
５教
科
７～

8科
目
又
は
６教
科
７～

8科
目
〕

国 外
国
語
総
合

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ
・

英
語
表
現
Ⅰ

セ
ン
タ
ー
試
験

20
0

20
0

20
0

10
0

20
0

 9
00

外
国
人
　

追
加
合
格

欠
員
補
充

個
別
学
力
検
査
等

30
0

30
0

 6
00

計
50
0

20
0

20
0

10
0

50
0

15
00

後
期

3月
12
日

その
他
面
接

セ
ン
タ
ー
試
験

30
0

40
0

20
0

10
0

20
0

12
00

個
別
学
力
検
査
等

30
0

 3
00

計
30
0

40
0

20
0

10
0

20
0

30
0

15
00

数
学
教
育

　
　
専
攻

　
20
人

前
期
14

後
期
 6

前
期

2月
25
日

国
地理
歴史
・

公民 数 理 外

国
語
世
Ｂ
、
日
Ｂ
、
地
理
Ｂ
、
現
社
、
倫
、
政
経
、
倫
・
政
経
か
ら
１科
目

「
数
Ⅰ
・数
Ａ
」
と
「
数
Ⅱ
・数
Ｂ
、
簿
、
情
報
から

１」
の
計
２科
目

①
物
理
基
礎
・
化
学
基
礎
・
生
物
基
礎
・
地
学
基
礎
の
基
礎
を
付
し
た
科
目
か
ら
2科
目
と
物
理
・
化
学
・
生
物
・
地
学

か
ら
1科
目
、
あ
る
い
は
②
物
理
・
化
学
・
生
物
・
地
学
か
ら
2科
目

　
な
お
、
①
の
場
合
、
基
礎
を
付
し
た
科
目
と
同
一
の
基
礎
を
付
さ
な
い
科
目
を
選
択
で
き
な
い
（
物
理
基
礎
と
物
理
、

化
学
基
礎
と
化
学
、
生
物
基
礎
と
生
物
、
地
学
基
礎
と
地
学
の
組
み
合
わ
せ
は
選
択
で
き
な
い
）。

英
、
独
、
仏
、
中
、
韓
か
ら
１科
目

〔
５教
科
７～

8科
目
〕

国 数
国
語
総
合

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ
・
数
学
Ⅲ
・

数
学
Ａ
・
数
学
Ｂ
（
注
1）

セ
ン
タ
ー
試
験

20
0

10
0

20
0

20
0

20
0

 9
00

外
国
人
　

追
加
合
格

欠
員
補
充

個
別
学
力
検
査
等

20
0

40
0

 6
00

計
40
0

10
0

60
0

20
0

20
0

15
00

後
期

3月
12
日

その
他
面
接

セ
ン
タ
ー
試
験

30
0

10
0

40
0

20
0

20
0

12
00

個
別
学
力
検
査
等

30
0

 3
00

計
30
0

10
0

40
0

20
0

20
0

30
0

15
00

理
科
教
育

　
　
専
攻

　
20
人

前
期
14

後
期
 6

前
期

2月
25
日

国
地理
歴史
・

公民 数 理
 

外
 

国
語
世
Ｂ
、
日
Ｂ
、
地
理
Ｂ
、
現
社
、
倫
、
政
経
、
倫
・
政
経
か
ら
１科
目

「
数
Ⅰ
・数
Ａ
」
と
「
数
Ⅱ
・数
Ｂ
、
簿
、
情
報
から

１」
の
計
２科
目

①
物
理
基
礎
・
化
学
基
礎
・
生
物
基
礎
・
地
学
基
礎
の
基
礎
を
付
し
た
科
目
か
ら
2科
目
と
物
理
・
化
学
・
生
物
・
地
学

か
ら
1科
目
、
あ
る
い
は
②
物
理
・
化
学
・
生
物
・
地
学
か
ら
2科
目

　
な
お
、
①
の
場
合
、
基
礎
を
付
し
た
科
目
と
同
一
の
基
礎
を
付
さ
な
い
科
目
を
選
択
で
き
な
い
（
物
理
基
礎
と
物
理
、

化
学
基
礎
と
化
学
、
生
物
基
礎
と
生
物
、
地
学
基
礎
と
地
学
の
組
み
合
わ
せ
は
選
択
で
き
な
い
）。

英
、
独
、
仏
、
中
、
韓
か
ら
１科
目

〔
５教
科
７～

8科
目
〕

国 数
国
語
総
合

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ
・
数
学
Ａ
・

数
学
Ｂ
（
注
1）

セ
ン
タ
ー
試
験

20
0

10
0

20
0

40
0

20
0

11
00

外
国
人
　

追
加
合
格

欠
員
補
充

個
別
学
力
検
査
等

20
0

20
0

 4
00

計
40
0

10
0

40
0

40
0

20
0

15
00

後
期

3月
12
日

その
他
面
接

セ
ン
タ
ー
試
験

30
0

10
0

20
0

40
0

20
0

12
00

個
別
学
力
検
査
等

30
0

 3
00

計
30
0

10
0

20
0

40
0

20
0

30
0

15
00

【
学
力
検
査
等
の
区
分
・
日
程
】
欄

　
後
期
日
程
の
個
別
学
力
検
査
等
で
、
面
接
を
課
し
て
い
る
専
攻
に
お
い
て
は
、
試
験
日
が
３
月
13
日
に
及
ぶ
場
合
が
あ
る
。

【
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
利
用
教
科
・
科
目
名
】
欄

　
 地
理
歴
史
・
公
民
か
ら
２
科
目
選
択
解
答
す
る
場
合
は
、「
現
代
社
会
」、
「
倫
理
」、
「
政
治
・
経
済
」
か
ら
２
科
目
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、「
倫
理
、
政
治
・
経
済
」
と
、「
倫
理
」、
「
政
治
・
経
済
」
を
あ
わ
せ
て
２
科
目
選
択
す
る
こ
と
（
同
一
名
称
科
目
の
選
択
）
も
で
き
な
い
。

　
「
簿
記
・
会
計
」、
「
情
報
関
係
基
礎
」
を
選
択
で
き
る
者
は
、
高
等
学
校
も
し
く
は
中
等
教
育
学
校
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
履
修
し
た
も
の
及
び
専
修
学
校
の
高
等
課
程
の
修
了
（
見
込
）
者
に
限
る
。

　
地
理
歴
史
・
公
民
と
理
科
に
お
い
て
、
指
定
の
教
科
・
科
目
数
を
超
え
て
受
験
し
た
場
合
は
、
下
記
の
と
お
り
取
扱
う
。

　
　
①
地
理
歴
史
・
公
民
に
お
い
て
、
１
科
目
選
択
受
験
を
指
定
し
て
い
る
専
攻
に
出
願
し
た
者
で
、
指
定
の
科
目
数
を
超
え
て
受
験
し
た
場
合
は
、
第
１
解
答
科
目
の
成
績
を
用
い
る
。

　
　
②
理
科
に
お
い
て
、
基
礎
を
付
し
た
科
目
か
ら
２
科
目
又
は
基
礎
を
付
さ
な
い
科
目
か
ら
１
科
目
選
択
受
験
を
指
定
し
て
い
る
専
攻
に
出
願
し
た
者
で
、
指
定
の
科
目
数
を
超
え
て
受
験
し
た
場
合
の
成
績
の
利
用
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
・
基
礎
を
付
さ
な
い
２
科
目
を
受
験
し
た
場
合
は
、
第
１
解
答
科
目
の
成
績
を
用
い
る
。

　
　
　
・
基
礎
を
付
し
た
２
科
目
及
び
基
礎
を
付
さ
な
い
１
科
目
を
受
験
し
た
場
合
は
、
基
礎
を
付
し
た
２
科
目
の
成
績
と
基
礎
を
付
さ
な
い
１
科
目
の
成
績
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
高
得
点
の
成
績
を
用
い
る
。

【
個
別
学
力
検
査
等
】
欄

　
（
注
1）
「
数
学
Ｂ
」
の
出
題
範
囲
は
「
数
列
」「
ベ
ク
ト
ル
」
と
す
る
。

【
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
・
個
別
学
力
検
査
等
の
配
点
等
】
欄

　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
お
け
る
英
語
の
配
点
に
は
リ
ス
ニ
ン
グ
の
成
績
を
含
む
。
英
語
の
配
点
は
、
筆
記
試
験
（
20
0点
満
点
）
と
リ
ス
ニ
ン
グ
（
50
点
満
点
）
の
合
計
得
点
を
20
0点
満
点
に
換
算
し
て
利
用
す
る
。

　
□
で
囲
ま
れ
て
い
る
点
数
は
、
下
記
の
と
お
り
換
算
し
た
点
数
で
あ
る
。

　
　
・
前
期
日
程
の
理
科
教
育
専
攻
で
は
理
科
2科
目
（
又
は
3科
目
）
の
点
数
を
2倍
に
換
算
す
る
。

　
　
・
後
期
日
程
の
国
語
教
育
専
攻
で
は
国
語
の
点
数
を
２
倍
、
外
国
語
の
点
数
を
1.
5倍
に
換
算
す
る
。

　
　
・
後
期
日
程
の
社
会
科
教
育
専
攻
で
は
国
語
の
点
数
を
1.
5倍
、
地
理
歴
史
・
公
民
の
点
数
を
２
倍
に
換
算
す
る
。

　
　
・
後
期
日
程
の
数
学
教
育
専
攻
で
は
国
語
の
点
数
を
1.
5倍
、
数
学
２
科
目
の
点
数
を
２
倍
に
換
算
す
る
。

　
　
・
後
期
日
程
の
理
科
教
育
専
攻
で
は
国
語
の
点
数
を
1.
5倍
、
理
科
２
科
目
（
又
は
3科
目
）
の
点
数
を
２
倍
に
換
算
す
る
。

6 7



学
部
・
学
科
等
名

及
び
入
学
定
員
等

⎡
平
成
30
年
度
⎤

⎣
志
 願
 倍
 率
⎦

学
力
検

査
等
の

区
分
・

日
程
　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の

利
用
教
科
・
科
目
名

個
　
別
　
学
　
力
　
検
　
査
　
等

大
 学
 入
 試
 セ
 ン
 タ
 ー
 試
 験
 ・
 個
 別
 学
 力
 検
 査
 等
 の
 配
 点
 等

そ
の
他

の
入
試

方
法
等

教
科
等
　

科
　
目
　
名
　
等

試
験
の
区
分
国
　
語

地
理
歴
史
 

・
公
民

数
　
学
理
　
科
外
国
語
面
　
接
実
　
技
配
　
点

合
　
計

教
科

科
　
　
目
　
　
名
　
　
等

教 育 学 部 34
5

　
人
前
期
22
5

後
期
 5
6

その
他

 6
4

〔
3. 3
〕

中 等 教 育 教 員 養 成 課 程 10
7

　
人

前
期

　
83

後
期

　
18

その
他 6

音
楽
教
育

　
　
専
攻

　
 8
人

前
期
 8

前
期

2月
25
日

 　
26
日

国
地理

歴史
・

公
民 数 理 外

国
語
世
Ｂ
、
日
Ｂ
、
地
理
Ｂ
、
現
社
、
倫
、
政
経
、
倫
・
政
経
か
ら
２科
目

「
数
Ⅰ
・数
Ａ
」
と
「
数
Ⅱ
・数
Ｂ
、
簿
、
情
報
から

１」
の
計
２科
目

物
理
基
礎
・
化
学
基
礎
・
生
物
基
礎
・
地
学
基
礎
の
基
礎
を
付
し
た
科
目
か
ら
2科
目
、
あ
る
い
は
物
理
・
化
学
・
 

生
物
・
地
学
か
ら
1科
目

英
、
独
、
仏
、
中
、
韓
か
ら
１科
目

〔
５教
科
７～

8科
目
又
は
６教
科
７～

8科
目
〕

国 その
他
国
語
総
合

実
技
（
実
技
検
査
の
概
要
別
表
２

参
照
）

セ
ン
タ
ー
試
験

20
0

20
0

20
0

10
0

20
0

 9
00

外
国
人
　

追
加
合
格

欠
員
補
充

個
別
学
力
検
査
等

10
0

50
0

 6
00

計
30
0

20
0

20
0

10
0

20
0

50
0

15
00

美
術
教
育

　
　
専
攻

　
 8
人

前
期
 5

そ
の
他
3

前
期

2月
25
日

 　
26
日

国
地理

歴史
・

公
民 数 理 外

国
語
世
Ｂ
、
日
Ｂ
、
地
理
Ｂ
、
現
社
、
倫
、
政
経
、
倫
・
政
経
か
ら
２科
目

「
数
Ⅰ
・数
Ａ
」
と
「
数
Ⅱ
・数
Ｂ
、
簿
、
情
報
から

１」
の
計
２科
目

物
理
基
礎
・
化
学
基
礎
・
生
物
基
礎
・
地
学
基
礎
の
基
礎
を
付
し
た
科
目
か
ら
2科
目
、
あ
る
い
は
物
理
・
化
学
・
 

生
物
・
地
学
か
ら
1科
目

英
、
独
、
仏
、
中
、
韓
か
ら
１科
目

〔
５教
科
７～

8科
目
又
は
６教
科
７～

8科
目
〕

国 その
他
国
語
総
合

実
技
（
実
技
検
査
の
概
要
別
表
２

参
照
）

セ
ン
タ
ー
試
験

20
0

10
0

10
0

10
0

20
0

 7
00

推
薦
外
国
人
　

追
加
合
格

欠
員
補
充

個
別
学
力
検
査
等

10
0

50
0

 6
00

計
30
0

10
0

10
0

10
0

20
0

50
0

13
00

保
健
体
育

　
　
専
攻

　
 8
人

前
期
 8

前
期

2月
25
日

 　
26
日

国
地理

歴史
・

公
民 理 数 外

国
語
世
Ｂ
、
日
Ｂ
、
地
理
Ｂ
、
現
社
、
倫
、
政
経
、
倫
・
政
経
か
ら
１又
は
２（
注
1）

 次
の
①
、
②
のい
ずれ
かを
選
択
（
注
1）

①
 物
理
基
礎
・
化
学
基
礎
・
生
物
基
礎
・
地
学
基
礎
の
基
礎
を
付
した
科
目
から

2科
目
、
ある
いは
物
理
・
化
学
・
生
物
・

地
学
から

1科
目

②
 物
理
基
礎
・
化
学
基
礎
・
生
物
基
礎
・
地
学
基
礎
の
基
礎
を
付
した
科
目
から

2科
目
と
物
理
・
化
学
・
生
物
・
地
学
から

1科
目
、
ある
いは
物
理
・
化
学
・
生
物
・
地
学
から

2科
目

「
数
Ⅰ
・数
Ａ
」
と
「
数
Ⅱ
・数
Ｂ
、
簿
、
情
報
から

１」
の
計
２科
目

英
、
独
、
仏
、
中
、
韓
か
ら
１科
目

〔
５教
科
７～

8科
目
又
は
６教
科
７～

8科
目
〕

国 その
他
国
語
総
合

実
技
（
実
技
検
査
の
概
要
別
表
２

参
照
）

セ
ン
タ
ー
試
験

20
0

10
0

20
0

20
0

20
0

 9
00

外
国
人
　

追
加
合
格

欠
員
補
充

20
0

10
0

個
別
学
力
検
査
等

10
0

50
0

 6
00

計
30
0

10
0

20
0

20
0

20
0

50
0

15
00

20
0

10
0

技
術
教
育

　
　
専
攻

　
 8
人

前
期
 8

前
期

2月
25
日

国
地理

歴史
・

公
民 数 理 外

国
語
世
Ｂ
、
日
Ｂ
、
地
理
Ｂ
、
現
社
、
倫
、
政
経
、
倫
・
政
経
か
ら
１科
目

「
数
Ⅰ
・数
Ａ
」
と
「
数
Ⅱ
・数
Ｂ
、
簿
、
情
報
から

１」
の
計
２科
目

①
物
理
基
礎
・
化
学
基
礎
・
生
物
基
礎
・
地
学
基
礎
の
基
礎
を
付
し
た
科
目
か
ら
2科
目
と
物
理
・
化
学
・
生
物
・
地
学

か
ら
1科
目
、
あ
る
い
は
②
物
理
・
化
学
・
生
物
・
地
学
か
ら
2科
目

　
な
お
、
①
の
場
合
、
基
礎
を
付
し
た
科
目
と
同
一
の
基
礎
を
付
さ
な
い
科
目
を
選
択
で
き
な
い
（
物
理
基
礎
と
物
理
、

化
学
基
礎
と
化
学
、
生
物
基
礎
と
生
物
、
地
学
基
礎
と
地
学
の
組
み
合
わ
せ
は
選
択
で
き
な
い
）。

英
、
独
、
仏
、
中
、
韓
か
ら
１科
目

〔
５教
科
７～

８科
目
〕

国 数
国
語
総
合

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ
・
数
学
Ａ
・

数
学
Ｂ
（
注
２
）

セ
ン
タ
ー
試
験

20
0

10
0

20
0

20
0

20
0

 9
00

外
国
人
　

追
加
合
格

欠
員
補
充

個
別
学
力
検
査
等

30
0

30
0

 6
00

計
50
0

10
0

50
0

20
0

20
0

15
00

家
庭
科
　

教
育
専
攻

　
 5
人

前
期
 5

前
期

2月
25
日

国
地理

歴史
・

公
民 数 理 外

国
語
世
Ｂ
、
日
Ｂ
、
地
理
Ｂ
、
現
社
、
倫
、
政
経
、
倫
・
政
経
か
ら
１科
目

「
数
Ⅰ
・数
Ａ
」
と
「
数
Ⅱ
・数
Ｂ
、
簿
、
情
報
から

１」
の
計
２科
目

①
物
理
基
礎
・
化
学
基
礎
・
生
物
基
礎
・
地
学
基
礎
の
基
礎
を
付
し
た
科
目
か
ら
2科
目
と
物
理
・
化
学
・
生
物
・
地
学

か
ら
1科
目
、
あ
る
い
は
②
物
理
・
化
学
・
生
物
・
地
学
か
ら
2科
目

　
な
お
、
①
の
場
合
、
基
礎
を
付
し
た
科
目
と
同
一
の
基
礎
を
付
さ
な
い
科
目
を
選
択
で
き
な
い
（
物
理
基
礎
と
物
理
、

化
学
基
礎
と
化
学
、
生
物
基
礎
と
生
物
、
地
学
基
礎
と
地
学
の
組
み
合
わ
せ
は
選
択
で
き
な
い
）。

英
、
独
、
仏
、
中
、
韓
か
ら
１科
目

〔
５教
科
７～

8科
目
〕

国 数
国
語
総
合

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ
・
数
学
Ａ
・

数
学
Ｂ
（
注
２
）

セ
ン
タ
ー
試
験

20
0

10
0

20
0

20
0

20
0

 9
00

外
国
人
　

追
加
合
格

欠
員
補
充

個
別
学
力
検
査
等

30
0

30
0

 6
00

計
50
0

10
0

50
0

20
0

20
0

15
00

【
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
利
用
教
科
・
科
目
名
】
欄

　
 地
理
歴
史
・
公
民
か
ら
２
科
目
選
択
解
答
す
る
場
合
は
、「
現
代
社
会
」、
「
倫
理
」、
「
政
治
・
経
済
」
か
ら
２
科
目
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、「
倫
理
、
政
治
・
経
済
」
と
、「
倫
理
」、
「
政
治
・
経
済
」
を
あ
わ
せ
て
２
科
目
選
択
す
る
こ
と
（
同
一
名
称
科
目
の
選
択
）
も
で
き
な
い
。

　
「
簿
記
・
会
計
」、
「
情
報
関
係
基
礎
」
を
選
択
で
き
る
者
は
、
高
等
学
校
も
し
く
は
中
等
教
育
学
校
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
履
修
し
た
も
の
及
び
専
修
学
校
の
高
等
課
程
の
修
了
（
見
込
）
者
に
限
る
。

　
（
注
１
）
中
等
教
育
教
員
養
成
課
程
の
保
健
体
育
専
攻
の
地
理
歴
史
・
公
民
及
び
理
科
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
①
又
は
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
。

　
　
　
　
　
　
①
地
理
歴
史
・
公
民
か
ら
2科
目
、
及
び
理
科
か
ら
基
礎
を
付
し
た
2科
目
、
又
は
基
礎
を
付
さ
な
い
1科
目
を
選
択

　
　
　
　
　
　
②
地
理
歴
史
・
公
民
か
ら
1科
目
、
及
び
理
科
か
ら
基
礎
を
付
し
た
2科
目
＋
基
礎
を
付
さ
な
い
1科
目
、
又
は
基
礎
を
付
さ
な
い
2科
目
を
選
択

　
 　
　
　
　
た
だ
し
、
①
の
地
理
歴
史
・
公
民
に
つ
い
て
は
、「
現
代
社
会
」、
「
倫
理
」、
「
政
治
・
経
済
」
か
ら
2科
目
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、「
倫
理
、
政
治
・
経
済
」
と
、「
倫
理
」、
「
政
治
・
経
済
」
を
あ
わ
せ
て
2科
目
選
択
す
る
こ
と
（
同
一
名
称
科
目
の
選
択
）
も
で
き
な
い
。

　
 　
　
　
　
②
の
理
科
に
つ
い
て
は
、
基
礎
を
付
し
た
2科
目
＋
基
礎
を
付
さ
な
い
1科
目
を
選
択
す
る
場
合
、
基
礎
を
付
し
た
科
目
と
同
一
の
基
礎
を
付
さ
な
い
科
目
を
選
択
で
き
る
（「
物
理
基
礎
」
と
「
物
理
」、「
化
学
基
礎
」
と
「
化
学
」、「
生
物
基
礎
」
と
「
生
物
」、「
地
学
基
礎
」
と
「
地
学
」
の
組
み
合
わ
せ
は
選
択
で
き
る
）。

　
地
理
歴
史
・
公
民
と
理
科
に
つ
い
て
、
指
定
の
教
科
・
科
目
数
を
超
え
て
受
験
し
た
場
合
は
、
下
記
の
と
お
り
取
扱
う
。

　
　
①
地
理
歴
史
・
公
民
に
お
い
て
、
１
科
目
選
択
受
験
を
指
定
し
て
い
る
専
攻
に
出
願
し
た
者
で
、
指
定
の
科
目
数
を
超
え
て
受
験
し
た
場
合
は
、
第
１
解
答
科
目
の
成
績
を
用
い
る
。

　
　
②
理
科
に
お
い
て
、
基
礎
を
付
し
た
科
目
か
ら
２
科
目
又
は
基
礎
を
付
さ
な
い
科
目
か
ら
１
科
目
選
択
受
験
を
指
定
し
て
い
る
専
攻
に
出
願
し
た
者
で
、
指
定
の
科
目
数
を
超
え
て
受
験
し
た
場
合
の
成
績
の
利
用
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
・
基
礎
を
付
さ
な
い
２
科
目
を
受
験
し
た
場
合
は
、
第
１
解
答
科
目
の
成
績
を
用
い
る
。

　
　
　
・
基
礎
を
付
し
た
２
科
目
及
び
基
礎
を
付
さ
な
い
１
科
目
を
受
験
し
た
場
合
は
、
基
礎
を
付
し
た
２
科
目
の
成
績
と
基
礎
を
付
さ
な
い
１
科
目
の
成
績
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
高
得
点
の
成
績
を
用
い
る
。

　
　
③
中
等
教
育
教
員
養
成
課
程
の
保
健
体
育
専
攻
に
出
願
し
た
者
の
地
理
歴
史
・
公
民
及
び
理
科
の
成
績
の
利
用
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
・
地
理
歴
史
・
公
民
の
第
１
解
答
科
目
の
成
績
を
用
い
る
。

　
　
　
・
理
科
は
、
基
礎
を
付
し
た
２
科
目
と
基
礎
を
付
さ
な
い
１
科
目
を
受
験
し
た
場
合
は
基
礎
を
付
し
た
２
科
目
の
成
績
と
基
礎
を
付
さ
な
い
１
科
目
の
成
績
の
う
ち
い
ず
れ
か
高
得
点
の
成
績
を
、
基
礎
を
付
さ
な
い
２
科
目
を
受
験
し
た
場
合
は
第
１
解
答
科
目
の
成
績
を
用
い
る
。

　
　
　
・
前
記
で
利
用
し
な
か
っ
た
地
理
歴
史
・
公
民
の
第
2解
答
科
目
、
及
び
理
科
の
基
礎
を
付
し
た
2科
目
・
基
礎
を
付
さ
な
い
1科
目
・
基
礎
を
付
さ
な
い
理
科
の
第
2解
答
科
目
の
う
ち
か
ら
、
い
ず
れ
か
高
得
点
の
成
績
を
用
い
る
。

【
個
別
学
力
検
査
等
】
欄

　
（
注
２
）「
数
学
Ｂ
」
の
出
題
範
囲
は
「
数
列
」「
ベ
ク
ト
ル
」
と
す
る
。

【
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
・
個
別
学
力
検
査
等
の
配
点
等
】
欄

　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
お
け
る
英
語
の
配
点
に
は
リ
ス
ニ
ン
グ
の
成
績
を
含
む
。
英
語
の
配
点
は
、
筆
記
試
験
（
20
0点
満
点
）
と
リ
ス
ニ
ン
グ
（
50
点
満
点
）
の
合
計
得
点
を
20
0点
満
点
に
換
算
し
て
利
用
す
る
。

　
□
で
囲
ま
れ
て
い
る
点
数
は
、
下
記
の
と
お
り
換
算
し
た
点
数
で
あ
る
。

　
　
・
前
期
日
程
の
美
術
教
育
専
攻
で
は
地
理
歴
史
・
公
民
の
点
数
を
0.
5倍
、
数
学
2科
目
の
点
数
を
0.
5倍
に
換
算
す
る
。

8 9



学
部
・
学
科
等
名

及
び
入
学
定
員
等

⎡
平
成
30
年
度
⎤

⎣
志
 願
 倍
 率
⎦

学
力
検

査
等
の

区
分
・

日
程
　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の

利
用
教
科
・
科
目
名

個
　
別
　
学
　
力
　
検
　
査
　
等

大
 学
 入
 試
 セ
 ン
 タ
 ー
 試
 験
 ・
 個
 別
 学
 力
 検
 査
 等
 の
 配
 点
 等

そ
の
他

の
入
試

方
法
等

教
科
等
　

科
　
目
　
名
　
等

試
験
の
区
分
国
　
語

地
理
歴
史
 

・
公
民

数
　
学
理
　
科
外
国
語
面
　
接
実
　
技
配
　
点

合
　
計

教
科

科
　
　
目
　
　
名
　
　
等

教 育 学 部 34
5

　
人
前
期
22
5

後
期
 5
6

その
他

 6
4

〔
3. 3
〕

中
等
教
育
教
員
養
成
課
程

10
7

　
人

前
期

　
83

後
期

　
18

その
他

   
  6

英
語
教
育

　
　
専
攻

　
10
人

前
期
 7

そ
の
他
3

前
期

2月
25
日

国
地理
歴史
・

公民 数 理 外

国
語
世
Ｂ
、
日
Ｂ
、
地
理
Ｂ
、
現
社
、
倫
、
政
経
、
倫
・
政
経
か
ら
２科
目

「
数
Ⅰ
・数
Ａ
」
と
「
数
Ⅱ
・数
Ｂ
、
簿
、
情
報
から

１」
の
計
２科
目

物
理
基
礎
・
化
学
基
礎
・
生
物
基
礎
・
地
学
基
礎
の
基
礎
を
付
し
た
科
目
か
ら
2科
目
、
あ
る
い
は
物
理
・
化
学
・
 

生
物
・
地
学
か
ら
1科
目

英
、
独
、
仏
、
中
、
韓
か
ら
１科
目

〔
５教
科
７～

8科
目
又
は
６教
科
７～

8科
目
〕

国 外
国
語
総
合

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅲ
・

英
語
表
現
Ⅰ
・
英
語
表
現
Ⅱ

セ
ン
タ
ー
試
験

20
0

20
0

20
0

10
0

20
0

 9
00

推
薦
　
　

外
国
人
　

追
加
合
格

欠
員
補
充

個
別
学
力
検
査
等

30
0

30
0

 6
00

計
50
0

20
0

20
0

10
0

50
0

15
00

特
別
支
援
教
育
教
員
養
成
課
程

 5
0

　
人

前
期

　
38

その
他

　
12

Ⅰ
型
　

　
19
人

前
期
19

そ
の
他

若
干

前
期

2月
25
日

国
地理
歴史
・

公民 数 理 外

国
語
世
Ｂ
、
日
Ｂ
、
地
理
Ｂ
、
現
社
、
倫
、
政
経
、
倫
・
政
経
か
ら
２科
目

「
数
Ⅰ
・数
Ａ
」
と
「
数
Ⅱ
・数
Ｂ
、
簿
、
情
報
から

１」
の
計
２科
目

物
理
基
礎
・
化
学
基
礎
・
生
物
基
礎
・
地
学
基
礎
の
基
礎
を
付
し
た
科
目
か
ら
2科
目
、
あ
る
い
は
物
理
・
化
学
・
 

生
物
・
地
学
か
ら
1科
目

英
、
独
、
仏
、
中
、
韓
か
ら
１科
目

〔
５教
科
７～

8科
目
又
は
６教
科
７～

8科
目
〕

国 外
国
語
総
合

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ
・

英
語
表
現
Ⅰ

セ
ン
タ
ー
試
験

20
0

20
0

20
0

10
0

20
0

 9
00

推
薦
　
　

外
国
人
　

追
加
合
格

欠
員
補
充

個
別
学
力
検
査
等

20
0

20
0

 4
00

計
40
0

20
0

20
0

10
0

40
0

13
00

Ⅱ
型
　

　
19
人

前
期
19

そ
の
他

若
干

前
期

2月
25
日

国
地理
歴史
・

公民 数 理 外

国
語
世
Ｂ
、
日
Ｂ
、
地
理
Ｂ
、
現
社
、
倫
、
政
経
、
倫
・
政
経
か
ら
１科
目

「
数
Ⅰ
・数
Ａ
」
と
「
数
Ⅱ
・数
Ｂ
、
簿
、
情
報
から

１」
の
計
２科
目

①
物
理
基
礎
・
化
学
基
礎
・
生
物
基
礎
・
地
学
基
礎
の
基
礎
を
付
し
た
科
目
か
ら
2科
目
と
物
理
・
化
学
・
生
物
・
地
学

か
ら
1科
目
、
あ
る
い
は
②
物
理
・
化
学
・
生
物
・
地
学
か
ら
2科
目

　
な
お
、
①
の
場
合
、
基
礎
を
付
し
た
科
目
と
同
一
の
基
礎
を
付
さ
な
い
科
目
を
選
択
で
き
る
（
物
理
基
礎
と
物
理
、

化
学
基
礎
と
化
学
、
生
物
基
礎
と
生
物
、
地
学
基
礎
と
地
学
の
組
み
合
わ
せ
は
選
択
で
き
る
）。

英
、
独
、
仏
、
中
、
韓
か
ら
１科
目

〔
５教
科
７～

8科
目
〕

国 数
国
語
総
合

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ⅱ
・
数
学
Ａ
・

数
学
Ｂ
（
注
1）

セ
ン
タ
ー
試
験

20
0

10
0

20
0

20
0

20
0

 9
00

推
薦
　
　

外
国
人
　

追
加
合
格

欠
員
補
充

個
別
学
力
検
査
等

20
0

20
0

 4
00

計
40
0

10
0

40
0

20
0

20
0

13
00

【
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
利
用
教
科
・
科
目
名
】
欄

　
 地
理
歴
史
・
公
民
か
ら
２
科
目
選
択
解
答
す
る
場
合
は
、「
現
代
社
会
」、
「
倫
理
」、
「
政
治
・
経
済
」
か
ら
２
科
目
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、「
倫
理
、
政
治
・
経
済
」
と
、「
倫
理
」、
「
政
治
・
経
済
」
を
あ
わ
せ
て
２
科
目
選
択
す
る
こ
と
（
同
一
名
称
科
目
の
選
択
）
も
で
き
な
い
。

　
「
簿
記
・
会
計
」、
「
情
報
関
係
基
礎
」
を
選
択
で
き
る
者
は
、
高
等
学
校
も
し
く
は
中
等
教
育
学
校
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
履
修
し
た
も
の
及
び
専
修
学
校
の
高
等
課
程
の
修
了
（
見
込
）
者
に
限
る
。

　
地
理
歴
史
・
公
民
と
理
科
に
お
い
て
、
指
定
の
教
科
・
科
目
を
超
え
て
受
験
し
た
場
合
は
、
下
記
の
と
お
り
取
扱
う
。

　
　
①
地
理
歴
史
・
公
民
に
お
い
て
、
１
科
目
選
択
受
験
を
指
定
し
て
い
る
専
攻
・
型
に
出
願
し
た
者
で
、
指
定
の
科
目
数
を
超
え
て
受
験
し
た
場
合
は
、
第
１
解
答
科
目
の
成
績
を
用
い
る
。

　
　
②
理
科
に
お
い
て
、
基
礎
を
付
し
た
科
目
か
ら
２
科
目
又
は
基
礎
を
付
さ
な
い
科
目
か
ら
１
科
目
選
択
受
験
を
指
定
し
て
い
る
専
攻
・
型
に
出
願
し
た
者
で
、
指
定
の
科
目
数
を
超
え
て
受
験
し
た
場
合
の
成
績
の
利
用
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
・
基
礎
を
付
さ
な
い
２
科
目
を
受
験
し
た
場
合
は
、
第
１
解
答
科
目
の
成
績
を
用
い
る
。

　
　
　
・
基
礎
を
付
し
た
２
科
目
及
び
基
礎
を
付
さ
な
い
１
科
目
を
受
験
し
た
場
合
は
、
基
礎
を
付
し
た
２
科
目
の
成
績
と
基
礎
を
付
さ
な
い
１
科
目
の
成
績
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
高
得
点
の
成
績
を
用
い
る
。

【
個
別
学
力
検
査
等
】
欄

　
（
注
1）
「
数
学
Ｂ
」
の
出
題
範
囲
は
「
数
列
」「
ベ
ク
ト
ル
」
と
す
る
。

【
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
・
個
別
学
力
検
査
等
の
配
点
等
】
欄

　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
お
け
る
英
語
の
配
点
に
は
リ
ス
ニ
ン
グ
の
成
績
を
含
む
。
英
語
の
配
点
は
、
筆
記
試
験
（
20
0点
満
点
）
と
リ
ス
ニ
ン
グ
（
50
点
満
点
）
の
合
計
得
点
を
20
0点
満
点
に
換
算
し
て
利
用
す
る
。
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8　個別学力検査等の実技検査の概要

前 期 日 程 試 験

【初等教育教員養成課程　芸術・体育系】 別表１

音　楽

コース

⑴　演  奏  試  験

　 　器楽（日本の楽器を含む）又は声楽により、演奏する能力をみる。演奏する曲目は任意と

し、演奏時間は１人数分程度とする。時間の関係で、演奏を途中でとめることがある。

　 　なお、ピアノ伴奏が必要な場合、伴奏者は本学で準備する。ピアノ以外の楽器を使用する

場合には、受験者が持参する。

　　以下のものについては、出願時に提出する。

　①　演奏曲目届（書式任意）

　　　◦器楽又は声楽の別

　　　◦器楽を選択する場合は、使用楽器名

　　　◦演奏曲目（作曲者名、曲名、作品番号、演奏する楽章等）

　　　◦ピアノ以外を選択する者は、伴奏の必要の有無

　②　演奏楽譜（ピアノ伴奏が必要な場合は伴奏付きの楽譜）

⑵　筆  記  試  験

　　楽典に関する初歩的な知識をみる。試験時間は20分とする。

⑶　弾  き  歌  い
　　小学校歌唱教材程度の曲を、ピアノを弾きながら歌う能力をみる。

　 　次に示す曲の中から一曲を自由選択し、弾き歌いする。歌詞は一番のみを歌うこと。暗譜

の必要はない。

　　なお、楽譜は各自で用意すること。

　　「おぼろ月夜」　　高野　辰之　作詞　岡野　貞一　作曲

　　「われは海の子」　文部省唱歌

美　術

コース

　試験は四つ切り画用紙（380×540mm）に鉛筆を用いた静物デッサンを実施する。

　表現力、構成力、物の捉え方等の基礎能力をみる。

　試験時間は３時間とする。

体育・

健　康

コース

　歩・走・跳・投の運動、器械・器具を使っての運動、用具を操作する運動などの基本的な運

動から構成されたいくつかの課題について実技検査を行う。与えられた課題を把握する能力、

他者やものの動きとの協応性、動きの巧みさとしなやかさ、リズム感や連続性、全身の協調性

を総合的にみる。

　※実技検査は屋内で行う。
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【中等教育教員養成課程】 別表２

音　楽

教　育

専　攻

⑴　演  奏  試  験
　 　器楽（日本の楽器を含む）又は声楽により、演奏する能力をみる。演奏する曲目は任意と
し、演奏時間は１人数分程度とする。時間の関係で、演奏を途中でとめることがある。
　 　なお、ピアノ伴奏が必要な場合、伴奏者は本学で準備する。ピアノ以外の楽器を使用する
場合には、受験者が持参する。
　　以下のものについては、出願時に提出する。
　①　演奏曲目届（書式任意）
　　　◦器楽又は声楽の別
　　　◦器楽を選択する場合は、使用楽器名
　　　◦演奏曲目（作曲者名、曲名、作品番号、演奏する楽章等）
　　　◦ピアノ以外を選択する者は、伴奏の必要の有無
　②　演奏楽譜（ピアノ伴奏が必要な場合は伴奏付きの楽譜）
⑵　筆  記  試  験
　　楽典と日本及び諸外国の音楽に関する基礎的な知識をみる。試験時間は40分とする。
⑶　平 易 な 聴 音
　　単旋律を聴いて書き取る能力をみる。
⑷　弾  き  歌  い
　　ピアノを弾きながら歌う能力をみる。
　 　次に示す曲の中から一曲を自由選択し、弾き歌いする。歌詞は一番のみを歌うこと。暗譜
の必要はない。
　　なお、楽譜は各自で用意すること。
　　「夏の思い出」　江間　章子　作詞　中田　喜直　作曲
　　「’O sole mio」　G. カプロ　   作詞　
　　　　　　　　　E. ディ・カープア　作曲（歌詞は原語・日本語訳詞を問わない。）

美　術
教　育
専　攻

　試験は四つ切り画用紙（380×540mm）に鉛筆デッサンを実施する。
　観察力、描写力、構成力等の基本的造形能力をみる。
　試験時間は３時間とする。

保　健

体　育

専　攻

次の ⑴ ～ ⑶ について実技検査を行う。なお、出願後の球技の種目変更は認めない。
⑴　〔球技〕バスケットボール、サッカーから１種目選択する。
　　　① 　バスケットボール： 攻撃と防御の個人的基礎技能の習熟度及びゲームにおける基礎

的プレイの実践力をみる。
　　　② 　サッカー： 個人的基礎技能（対人プレイも含む）の習熟度及びゲームにおける総合

的な実践力をみる。
⑵　〔器械運動〕 マット運動・鉄棒運動・跳び箱運動のうち１～２種目における基本的な技と

その組合せの習熟度をみる。
⑶　〔陸上競技〕 走・跳・投種目のうち１～３種目について、基礎的技能を中心に技術やルー

ル等の理解もあわせてみる。
　　※実技検査はいずれも屋内で行う。
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後 期 日 程 試 験

【初等教育教員養成課程　芸術・体育系】 別表３

音　楽

コース

⑴　演  奏  試  験

　 　器楽（日本の楽器を含む）又は声楽により、演奏する能力をみる。演奏する曲目は任意と

し、演奏時間は１人数分程度とする。時間の関係で、演奏を途中でとめることがある。

　 　なお、ピアノ伴奏が必要な場合、伴奏者は本学で準備する。ピアノ以外の楽器を使用する 

場合には、受験者が持参する。

　　以下のものについては、出願時に提出する。

　①　演奏曲目届（書式任意）

　　　◦器楽又は声楽の別

　　　◦器楽を選択する場合は、使用楽器名

　　　◦演奏曲目（作曲者名、曲名、作品番号、演奏する楽章等）

　　　◦ピアノ以外を選択する者は、伴奏の必要の有無

　②　演奏楽譜（ピアノ伴奏が必要な場合は伴奏付きの楽譜）

⑵　筆  記  試  験

　　楽典に関する初歩的な知識をみる。試験時間は20分とする。

⑶　弾  き  歌  い
　　小学校歌唱教材程度の曲を、ピアノを弾きながら歌う能力をみる。

　 　次に示す曲の中から一曲を自由選択し、弾き歌いする。歌詞は一番のみを歌うこと。暗譜

の必要はない。

　　なお、楽譜は各自で用意すること。

　　「おぼろ月夜」　　高野　辰之　作詞　岡野　貞一　作曲

　　「われは海の子」　文部省唱歌　　　　　　　　　

美　術

コース

　試験は四つ切り画用紙（380×540mm）に鉛筆を用いた静物デッサンを実施する。

　表現力、構成力、物の捉え方等の基礎能力をみる。

　試験時間は３時間とする。

体育・

健　康

コース

　歩・走・跳・投の運動、器械・器具を使っての運動、用具を操作する運動などの基本的な運

動から構成されたいくつかの課題について実技検査を行う。与えられた課題を把握する能力、

他者やものの動きとの協応性、動きの巧みさとしなやかさ、リズム感や連続性、全身の協調性

を総合的にみる。

　※実技検査は屋内で行う。
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9　    個別学力検査等の日時等
（１）前期日程試験

月　日 個別学力検査等 試験時間 対象課程（系・専攻・コース・選考区分）

２月25日
（月）

国　語 11：00 ～ 12：30（ 90分） 全ての課程

数　学
14：00 ～ 15：30（ 90分）

初等教育教員養成課程（理数・生活系）
中等教育教員養成課程（理科教育専攻）
中等教育教員養成課程（技術教育専攻）
中等教育教員養成課程（家庭科教育専攻）
特別支援教育教員養成課程（Ⅱ型）

14：00 ～ 16：00（120分） 中等教育教員養成課程（数学教育専攻）

外国語
14：00 ～ 15：00（ 60分）

初等教育教員養成課程（発達・教育系）
初等教育教員養成課程（言語・社会系）
中等教育教員養成課程（国語教育専攻）
中等教育教員養成課程（社会科教育専攻）
特別支援教育教員養成課程（Ⅰ型）

14：00 ～ 15：30（ 90分） 中等教育教員養成課程（英語教育専攻）

実　技 14：00 ～ 初等教育教員養成課程
（芸術・体育系：体育・健康コース）

２月26日
（火）

実　技  9：00 ～

初等教育教員養成課程
（芸術・体育系：音楽コース、美術コース）
中等教育教員養成課程
（音楽教育専攻、美術教育専攻、保健体育専攻）

（２）後期日程試験

月　日 個別学力検査等 試験時間 対象課程（系・専攻・コース）

３月12日
（火）

※面　接  9：00 ～

初等教育教員養成課程
（発達・教育系、言語・社会系、理数・生活系）

中等教育教員養成課程
（国語教育専攻、社会科教育専攻、数学教育専攻、
　  理科教育専攻）

実　技      9：00 ～ 初等教育教員養成課程
（芸術・体育系：音楽コース、美術コース、体育・健康コース）

　　　※面接時間については、試験当日試験場において連絡する。
　　　　なお、面接は、3月13日（水）に及ぶ場合がある。

10　合 格 者 の 発 表
　　 　前期日程試験の合格者の発表は、平成31年３月６日（水）午前10時に、後期日程試験の合格

者の発表は、平成31年３月22日（金）午前10時に、いずれも本学萩朋会館前メッセージボック
スに掲示するほか、下記のサイトにも掲載するので確認すること。

　　（携帯・スマートフォンサイト）http://daigakujc.jp/prc.miyakyo-u/
　　　※パソコン、スマートフォン、携帯電話等のいずれからもアクセス可能です。
　　 　初等教育教員養成課程及び特別支援教育教員養成課程のコース配属については、合格発表時
に示す。

　　 　合格者に対しては、合格通知書、入学手続書類等を郵送する。
　　　なお、後期日程については、受験票送付時に入学手続書類の一部を郵送する。
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11　入　学　手　続
（１）入学手続日・方法
　　　前期日程試験及び後期日程試験の合格者の入学手続の期日・方法は、次の表のとおりである。
　　　なお、詳細については、入学手続書類で指示する。

区　　分 手　続　期　日 受　付　時　間 場　　所 手続方法

前 期 日 程
試験合格者

平成31年３月14日（木）
 ～３月15日（金）

午後１時から午後４時  

２号館２階
220教室

（大学正門から入っ
て、正面の建物）

郵送（書留速
達、必着）ま
たは直接来学
して行う。後 期 日 程

試験合格者
平成31年３月26日（火）
 ～３月27日（水）

　（注１ ）前期日程試験に合格し、入学手続を行った者は、後期日程試験を受験してもその合格者とはな 
らない。

　（注２ ）前期日程試験に合格した者が平成31年３月15日（金）までに入学手続を行わないとき、また、後期
日程試験の合格者が、平成31年３月27日（水）までに入学手続を行わないときは、入学を辞退したも
のとして扱う。

　（注３ ）本学に入学手続を行った者は、これを取り消して他の国公立大学・学部への入学手続を行うこ 
とはできない。また、他の国公立大学・学部に入学手続を行った者は、これを取り消して本学に 
入学手続を行うことはできない。

　（注４ ）欠員が生じた場合は、追加合格者の決定を行うことがある。これについては本要項16ページ、 
「15　その他（２）」を参照のこと。

（２）入学手続書類等
　　 　入学手続に必要な書類等は、次のとおりである。
　　　なお、詳細については、合格通知書類等を送付する際に通知する。
　　　　◦宣誓書　◦大学入試センター試験受験票　◦入学料　
　　　　

12　入学料及び授業料
　　入学料  282,000円（予定額）
　　授業料（年額） 535,800円（予定額）

　（注１ ）上記納付金額は予定額であり、変更されることがある。入学時及び在学中に上記金額の改定が行わ
れた場合は、改定時から新しい金額が適用される。

　（注２ ）入学料は、入学手続時に納付しなければならない。納付した入学料はいかなる理由があっても返還
しない。

13　入学者選抜試験の情報開示
　　平成31年度一般入試については、次のとおり開示する。
（１）志願者数
　　 　願書受付開始日（平成31年１月28日（月））以降、本学ホームページで公表する。（本要項の

16ページ参照）
（２）前期日程試験・後期日程試験の受験者数、合格者数、倍率
　　　それぞれの合格発表当日に公表する。
　　 　なお、追加合格による欠員補充の有無とその結果、及び欠員補充第２次募集実施の有無につ
いては、平成31年３月28日（木）から３月31日（日）の間、本学ホームページで公表する。

14 15



（３）教科・科目試験の問題と正解・解答例
　　　問題は試験当日に、公表する。
　　　正解・解答例は合格発表当日に、本学萩朋会館前メッセージボックスに掲示する。
（４）実技検査の問題と採点・評価の基準
　　 　問題と採点・評価の基準（音楽筆記試験、音楽聴音試験については、問題と正解・解答例）
を合格発表当日に本学萩朋会館前メッセージボックスに掲示する。また、希望者に対しては、
事後配付も行う。

（５）合否判定
　　　本要項の５ページ参照。
（６）試験成績
　　　受験者本人からの請求により、当該年度の次の事項を開示する。
　　《前期日程・後期日程試験成績》
　　 　受験者（不合格者に限る）本人に対して、本人の総得点が合格者の最低点（大学入試センター

試験と個別学力検査等の総合得点。素点ではなく、募集要項等で公表している本学が定めた配
点で、選抜に利用した得点）から何点不足しているかを10点刻みのランクによって示す。

　 　 　なお、志望しないコースがある受験者が系等の最低合格点より高得点で不合格となった場合
にはその旨を表記する。

　　※開示請求手続き
　　　 　受験者本人の住所・氏名（捺印のこと）並びに開示希望内容（開示を希望する試験成績の

名称）を明記した文書（様式自由）に、本学受験票（原本）及び返信用封筒（受験者本人の
郵便番号・住所・氏名を明記のうえ、402円分の切手をはった定形（長形３号））の封筒を必
ず同封のうえ郵送すること。

（７）調査書
　　  　受験者（合格者及び不合格者）本人からの請求により、「指導上参考となる諸事項」及び「備

考」欄の記載事項を除いた事項を開示する（窓口請求・閲覧に限る）。この場合、受験者は、本
学受験票（原本）を提示すること。

（８）上記（６）、（７）の開示期間は、平成31年５月７日（火）から６月21日（金）までとし、時 
間については、平日の午前９時から午後５時まで（正午から午後１時を除く）とする。

14　入学志願者の個人情報保護
　 　出願書類により取得した志願者の個人情報及び入学試験の実施により取得した受験者の個人情
報は、次の目的でのみ利用する。取得した個人情報は適切に管理し、利用目的以外には使用しな
い。
（１）利用目的
　　◦入学者選抜に関する業務（統計処理など付随する業務を含む）
　　◦入学後の修学支援業務及び学生支援業務
（２）第三者への提供
　　 　入学後の学生生活支援等のため、本学と入試業務に係る契約を締結している宮城教育大学生

活協同組合へ提出書類中の「あて名シール②」を提供するので、提供に同意する場合のみ「あ
て名シール②」に記入すること。

　　 　また、国公立大学の分離分割方式における合格及び追加合格決定業務を円滑に行うため、入
学志願者の氏名及び大学入試センターの受験番号に限って、合否及び入学手続等に関する個人
情報が、独立行政法人大学入試センター及び併願先の国公立大学に相互に通知される。

　　 　なお、入学者選抜に関する業務を円滑に進めるため、業務の一部を外部に委託することがあ
る。この場合、委託先に対して、必要な個人情報を提供するが、委託先との間で適切な取扱い
に関する契約を結び、適切な監督を行う。
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15　そ　　の　　他
（１）入学志願者の事前相談
　　 　受験上及び修学上特別な配慮を必要とする入学志願者は、次により事前に本学と相談するこ
と。

申　 請　 期　 限
　平成 31 年１月 17 日（木）までとする。
　なお、大学入試センター試験と同様の代筆解答を希望する者は、申請期
限以前のできるだけ早い時期に申し出ること。

申請用紙請求先
及び申請書提出先

　入試課入試係
　申請用紙を請求する場合は、事前に入試課入試係に連絡の上、82 円切手
をはった定形（長形３号）の返信用封筒を同封すること。

そ　　 の　　 他 　相談の内容によっては、志願者、保護者等と面談を行う場合がある。

（２）追加合格及び欠員補充第２次募集の実施
　　１ ）各課程において、前期日程と後期日程の入学手続者の合計が入学定員に満たない場合は、

追加合格により欠員を補充することがある。この場合、前期日程の欠員の補充は前期日程志
願者から、後期日程の欠員の補充は後期日程志願者からそれぞれ行う。これについては、平
成31年３月28日（木）から29日（金）までの間に本人あてに直接電話連絡するので、不合格
となった場合でも、自宅待機するなど連絡のつく状態にしておくこと。

　　２ ）追加合格を行ってもなお欠員が生じた場合には、欠員補充第２次募集を行うことがある。
これに出願できる者は、平成31年３月24日（日）の時点で国公立大学に合格していない者及
び国公立大学に合格していたが、本学の第２次募集出願時にいずれの国公立大学にも入学手
続を行っていない者に限る。

　　　 　なお、本学の欠員補充第２次募集に出願した者は、他の国公立大学の欠員補充第２次募集
に出願することはできない。

　　　 　また、出願後に他の国公立大学へ入学手続を行った場合においては、受験しても入学許可
は得られない。

　　３ ）追加合格及び欠員補充第２次募集の実施状況については、本学ホームページで情報を提供
する。（下記（３）参照）

（３）出願状況等の情報提供（宮城教育大学ホームページ）
　　　個別学力検査等の出願状況等の情報提供を、次のとおり行う。

情 報 の 内 容 期　　　間 備　　　考

各系・専攻・選考区分（Ⅰ型・Ⅱ型）
の募集人員、志願者数及び倍率

平成31年１月28日（月）
 ～２月 6日（水）

出願状況は翌日の午前９時までに
更新する。
ただし、土曜と日曜は更新しない。
直接の問い合わせには応じない。

追加合格実施状況及び欠員補充
第２次募集実施の有無

平成31年３月28日（木）
 ～３月31日（日）

午後６時に更新する。
ただし土曜と日曜は更新しない。
直接の問い合わせには応じない。
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（４）入学試験に関する照会先

宮城教育大学入試課入試係
〒980－0845 仙台市青葉区荒巻字青葉149番地

　　電 話（0 2 2）2 1 4 － 3 3 3 4

（５）入学志願票の記入方法

　　１ ）入学志願票は、「前期日程」、「後期日程」の用紙の種別に注意して、太枠内の事項を、黒 

のボールペンで丁寧かつ正確に記入すること。裏面も必ず記入すること。

　　２）誤って記入した場合は、誤った部分を二重線で消し、記入しなおすこと。

　　３）記入不備の書類は受理できない場合があるので、注意すること。

表

⑴ 志 願 コ ー ド 番 号
　志願コード番号表（18ページ参照）により、出願する 
課程・系・専攻・選考区分（Ⅰ型・Ⅱ型）及び学力検査等
の区分を確認し、コード番号を記入すること。

⑵ 志願する課程 ・系  ・
専 攻  ・ 選 考 区 分

　志願する課程の□をチェックし、系・専攻・選考区分 
（Ⅰ型・Ⅱ型）を記入すること。

⑶ 氏 名
　氏名は、大学入試センター試験成績請求票に印字されて
いる氏名を記入すること。

⑷ 出 願 資 格 　所要事項を記入し、該当する数字を〇で囲むこと。

⑸

 初等教育教員養成課
程（芸術・体育系を
除く）及び特別支援
教育教員養成課程志
願者のコース選択

１ ）初等教育教員養成課程については、系にあるコースの
中から志望コースを選択すること。
　 　発達・教育系及び理数・生活系については第１志望か
ら第４志望まで、言語・社会系については第１志望から
第３志望までのコースを選択すること。
　 　なお、志望しないコースがあった場合は、そのコース
への出願意志はないものとみなす。

２ ）特別支援教育教員養成課程については、志望コースを
第１志望から第４志望まで選択すること。
　 　なお、志望しないコースがあった場合は、そのコース
への出願意志はないものとみなす。

⑹
初等教育教員養成課
程芸術・体育系志願
者のコース選択

　第１志望のコースのみ選択すること。
　なお、個別学力検査等においては、選択したコースの実
技を受験すること。

※ HP
　http://www.miyakyo-u.ac.jp/
※携帯・スマートフォンサイト
　http://daigakujc.jp/prc.miyakyo-u/
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⑺

中等教育教員養成課
程保健体育専攻志願
者の個別学力検査等
における実技種目の
選択

　前期日程における中等教育教員養成課程保健体育専攻の
志願者は、［バスケットボール、サッカー］の２種目から１
種目を選択すること。

裏

⑻ 志 願 者の 連 絡 先 　郵便番号、住所、電話番号、Eメールを記入すること。

⑼ 志願者チェック欄

　志願する系・専攻・型が指定する大学入試センター試験
の教科・科目（6 ～ 9ページ参照）を受験したことを確認の
上、□欄に○印を付けること。（○印を付けていない者は、
受験できません。）

（６）志願コード番号表

【初等教育教員養成課程】

系・コース 学力検査等の区分 コード番号

発 達  ・ 教 育 系
前期 11
後期 51

言 語  ・ 社 会 系
前期 12
後期 52

理 数  ・ 生 活 系
前期 13
後期 53

芸
術  

・
体
育
系

音楽コース
前期 14
後期 54

美術コース
前期 15
後期 55

体育・健康
コース

前期 16
後期 56

　

【中等教育教員養成課程】

専　　　攻 学力検査等の区分 コード番号

国 語 教 育 専 攻
前期 21
後期 61

社会科教育専攻
前期 22
後期 62

数 学 教 育 専 攻
前期 23
後期 63

理 科 教 育 専 攻
前期 24
後期 64

音 楽 教 育 専 攻 前期 25
美 術 教 育 専 攻 前期 26
保 健 体 育 専 攻 前期 27
技 術 教 育 専 攻 前期 28
家庭科教育専攻 前期 29
英 語 教 育 専 攻 前期 30

【特別支援教育教員養成課程】

選考区分 学力検査等の区分 コード番号
Ⅰ型 前期 41
Ⅱ型 前期 42
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（７）宮城教育大学までのアクセス

　　　〈地下鉄　東西線〉

　　　　「仙台」駅から「八木山動物公園」行き乗車、「青葉山」駅下車

　　　　　（乗車時間９分、料金250円）

　　　　「青葉山」駅「北１出口」から徒歩約７分

　　※「青葉山」駅の「北１出口」から外に出て、歩道を右方向へ進みます。

　　　　そのまま歩道を歩いて行くと宮城教育大学に到着します（約650m）。

　【本学ホームページ「交通アクセス」　http://www.miyakyo-u.ac.jp/】
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